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微分の公式:
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= f ′(g(x)) · g′(x) (合成関数).

準備として次の式を先に計算しておく。
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このことに注意をして分数の公式を適用する。k = jのとき、分子の第 2項では j項だけが残る。
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次に k ̸= jのときは上の分子の第 1項が 0となる。
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テキストの p.49の式に戻る。Enの定義の式を用いて、対数の公式と ykの定義により、
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j = kの場合と j ̸= kの場合に分けて計算する。まず j = kの場合に上の準備を使う。
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次に j ̸= kの場合も同様に
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この後はテキストにあるように
∑

k dk = 1を用いて（ここでは計算の順序を少しだけ変更）
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